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研究成果の概要（和文）：モンゴル国立中央文書館、モンゴル国立図書館に所蔵される手書きの

地図や、地図作成を指示する公文書、地図に添付された境界報告書（cese）の分析にもとづき、

清代のモンゴル地域における地図作成が、そのときどきの清朝の対外政策や対モンゴル人政策

と密接にむすびついていたこと、初期の地図は各地域のモンゴル人の景観認識、地理知識をよ

り直接的に反映していたが、19 世紀中葉以降になると、画一的な縮尺により、より規範的な地

図の作成がなされるようになったことをあきらかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：By analyzing manuscript maps of Mongolia, archival materials related to 
map making and boundary reports (nutug-un cese) kept in the National Central Archives of 
Mongolia and the National Library of Mongolia, we’ve come to the following conclusions. First, 
the map making during the Qing era was closely connected with the change of the dynasty’s foreign 
policies in general and domestic policies toward the Mongols in particular. Second, while early 
maps made in the 1800s had reflected Mongolian perceptions of landscapes and their geographical 
knowledge more directly, after the middle of the 19th century, with the introduction of unified 
regulations on map making, they began to make more standardized maps.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) モンゴルの古地図の研究と出版の面で
は、ドイツの H.ハイシッヒらによる現ドイ
ツ・ベルリン国立図書館所蔵の地図を利用し
た文献学的研究（Mongolische Ortsnamen Teil 
I-III, 1966-1981, Wiesbaden）を代表的先行研究
としてあげることができる。多数の地図がフ

ァクシミリのかたちで出版され、地名インデ
ックスも作成されたので、歴史研究のうえで
有用な参考資料として利用されてきた。 
(2) モンゴルの研究者 Ts. シャグダルスレ
ンは、地図と同時に作成された「境界報告書」
(nutug-un cese)の存在にも注目しつつ、モンゴ
ルにおける地図作成をモンゴル文化史のな
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かに位置づけようとこころみた(Shagdarsüren, 
Ts. 2003. Mongolchuudyn ulamjlalt zurag. In Ts. 
Shagdarsüren, Mongolchuudyn utga soyolyn 
tovchoon, Ulaanbaatar: 15-28)。ただし、モンゴ
ルでおこなわれてきた研究には、清朝の命令
によって作成された地図の作図法を、ふるく
からモンゴル人によってうけつがれてきた
独自の技法と安易に位置づける傾向がある。 
(3) 研究代表者と分担者は、上記のこれまで
の研究への批判にもとづき、地図によるあた
らしい研究を模索して、東京外国語大学大学
院 21 世紀 COE プログラム『史資料ハブ地域
文化研究拠点』の一環として、2005 年に、
Futaki Hiroshi and Kamimura Akira (eds.) 
Landscapes Refleceted in Old Mongolian Maps
を刊行した。本書には、本プログラムで収集
した 16 枚の地図、「境界報告書」（nutug-un 
cese）、関連資料のほか、モンゴル古地図の解
題、作図法・景観認識・境界報告書（nutug-un 
cese）に関する研究論文を収録した。さらに、
地図上の文字情報リスト、およびそれらを地
図上で確認できるデータベースの収録され
た CD をふした。 
(4) 上記 COE プログラムの一環として、モ
ンゴル文書管理局と共催で、モンゴルのオラ
ーンバータルで国際シンポジウムを開催す
るなど、モンゴル文書管理局との協力関係が
構築されたので、モンゴル国立中央文書館に
所蔵される史料の利用が充分可能であろう
というみとおしをえた。 
 
２．研究の目的 
(1) 景観描写など地図の作図法の歴史的変
化の過程、とくに清朝支配下のモンゴルで古
地図の作図法の標準がさだまっていく過程
を、古地図の収集・分析と現地調査によって
あきらかにする。 
(2) 上記 21 世紀 COE プログラムでは、体
系的に地図資料を収集・分析することができ
なかったので、可能なかぎり、ふるい年代の
ものからあたらしい年代のものまで、各時代
のモンゴル地図を研究の対象とする。 
(3)  現在の景観については現地調査でえた
データを使用し、歴史的景観については古地
図の景観認識の分析によってえられたデー
タにもとづき、画像資料としての地図の、景
観描写における、時代ごとの特徴をあきらか
にする。 
(4) モンゴル国立中央文書館などに所蔵され
る文書史料の分析により、地図が作成される
際、また地図の作図法・記述の標準がさだま
っていく際のモンゴルの領主たちと清朝政
府との交渉の過程をあきらかにする。 
 
 
３．研究の方法 
(1) モンゴル国立図書館、モンゴル国立中央

文書館に所蔵される清代のモンゴルの盟や
旗（当時の行政単位）の地図を、デジタル化、
複写等の方法で収集し、ドイツのベルリン国
立図書館に所蔵され、現在はウェブ上で公開
されている地図や、日本の天理図書館に所蔵
される同種の地図をも視野にいれつつ、分析
をおこなう。 
(2) 上記の図書館、文書館に所蔵される「境
界報告書」（nutug-un cese）を収集・分析す
る。同様に地図・境界報告書の作成に関する
命令・指示をふくむ公文書を収集・分析し、
中央政府の方針が各盟、各旗につたえられた
プロセスをあきらかにする。 
(3) 文字資料としてだけでなく、画像資料と
しても地図を分析し、その成果と、文化人類
学的な現地調査でえられた結果を照合する
研究手法を導入する。 
(4)  地図の作図法の変遷を、モンゴル地域
をとりまく地政学的な状況の変化、同地域に
対する清朝の統治のあり方の変化によって
説明しうるという作業仮説を設定し、その仮
説の妥当性を検証する。  
(5) 研究の最終年度にモンゴルの地図・地名
に関する国際ワークショップをモンゴルに
おいて開催し、本研究における研究成果を紹
介するとともに、それに対する評価をあおぐ。 
 
４．研究成果 
(1) モンゴル地域の比較的おおくの地図が
のこっている最初の年代は 1805 年（嘉慶 10
年）だということが確認された。これは、『欽
定大清会典図』のために、会典を編纂する会
典館から地図作成の命令がモンゴル地域に
だされたことと、直接関係がある。初期の地
図は、紙面全体をつかって旗の景観をえがく、
河を絵画的にえがく、山を旗の内部から、と
くに寺院や旗の役所のある場所を中心にし
て、そとにむかう視線でえがく、などの特徴
を有する。 
(2) モンゴルの地図の作成方法におおきな変
化をもたらしたのは、1864 年（同治 3 年）
の総理衙門の命令である。タルバガタイ条約
（1864 年）などに代表されるロシアの南下
政策に対抗するため、清朝は、正確な地図を
作成する必要にせまられた。実測により、2
寸対 50 里、すなわち 45 万分の 1 という縮尺
で、方眼をもちいて、作図すべきことが指示
された。この時点では、地図の上が南になっ
ていた。地図に添付された境界報告書には、
それぞれのオボー（境界標識）と隣接のオボ
ーとのあいだの距離と方向が精密に記述さ
れている。 
(3) 1890 年（光緒 16 年）に作成された地図
から、モンゴルにおける地図のつくりかたが、
ほぼ最終的に確立した。この時期から、地図
の上が北になった。 
(4) 清末の「新政」によってモンゴル地域の



 

 

「自治」がうしなわれ、間接統治から直接統
治に方針転換がおこなわれるなかで作成さ
れた 1910 年（宣統 2 年）の地図では、外モ
ンゴルの開発にかかわる項目（鉱山、農業、
漁業など）が地図に添付されている。 
(5) 2011年 8月 14日にモンゴルのオラーン
バータルでモンゴルの歴史地理研究者、地図
研究者、地名研究者の参加をもとめ、本研究
課題の研究成果を公開するための、モンゴル
古地図研究の国際ワークショップを開催し
た。研究代表者、研究分担者、研究協力者な
ど計 8 名が報告した。本研究であきらかにな
った主要な結論は、独自なもので、世界のモ
ンゴル研究に寄与するところ大だという、肯
定的な評価をえた。また、この種のワークシ
ョップそれ自体、モンゴル研究の歴史のなか
ではじめてのものであり、たいへん注目され
た。 
(6) 外モンゴルの東部のセツェン・ハン・ア
イマグ、トゥシェート・ハン・アイマグの地
図と、西部のザサグト・ハン・アイマグの地
図とでは作図法にあきらかな差異がみられ
るなど、地域差がみられるが、それが当該の
地域の地理的条件によるものなのか、べつの
要素も考慮すべきなのかについては、今後、
さらに検討する必要がある。 
(7) 手書きの地図の作成は、モンゴルの独立
後の 1920 年代まで、つづけられたことが確
認されるが、これらのもっともあとの時代の
地図が、清代の地図とはことなる特徴を有す
るのかどうかについての解明も、今後の検討
課題である。 
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